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教員や住民が考える会発足

国
内
外
の
植
物
を
収
集
し
て
い
る
京
都
大
理
学
部
付
属
植
物
園
（京
都
市
左
京
区
）

を
広
く
市
民
に
紹
介
し
よ
う
と
、
大
学
関
係
者
や
近
隣
住
民
が
こ
の
ほ
ど

「京
大
植

物
園
を
考
え
る
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
本
年
度
か
ら
市
民
向
け
の
観
察
会
を
月

一
回

開
催
す
る
。
園
内
の
伐
採
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
学
内
外
で
議
論
が
起
こ
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
「多
く
の
人
に
園
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
よ
り
よ
い
運
営
を
考
え
た
い
」

と
メ
ン
バ
ー
は
話
し
て
い
る
。

月占
観
察
会
を
開
催
ヘ

付
属
植
物
園
は

一
九
二
三

（大
正
十
二
）
年
、
京
大
北

部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
開
設
さ

れ
た
。
樹
木
や
草
、
野
鳥
、

昆
虫
な
ど
が
共
生
す
る

「生

態
植
物
園
」
と
し
て
開
園
し

た
の
が
特
徴
で
、
約

一
万
八

千
平
方
層
に
歴
代
の
研
究
者

が
集
め
た
植
物
約
五
百
種
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
学
生
の

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な

っ
た

ほ
か
、
市
民
に
も
公
開
さ
れ

て
、
植
物
に
関
心
の
あ
る
人

た
ち
の
憩
い
の
場
で
も
あ

っ

た
。
し
か
し
昨
秋
、
大
学
側

が
近
隣
の
民
家
に
近
い
樹
木

を
伐
採
し
た
こ
と
に
賛
否
両

論
が
浮
上
し
た
。
生
態
系

ヘ

の
影
響
や
落
ち
葉
の
処
理
、

日
照
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
教
職

員
、
住
民
、
学
生
の
間
に
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
有
志
が

「園
を
市
民

に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、　
一

緒
に
考
え
よ
う
」
と
会
を
設

立
し
た
。

会
の
賛
同
者
に
は
河
野
昭

一
。
京
大
名
誉
教
授
、
岩
槻

邦
男

・
兵
庫
県
立
人
と
自
然

の
博
物
館
長
を
は
じ
め
、
五

百
人
以
上
が
名
を
連
ね
て
い

る
。
園
内
に
は
ア
ジ
ア
各
地

で
採
集
さ
れ
た
植
物

が
多

く
、
メ
タ
セ
コ
ィ
ァ
、
イ
ヌ

カ
ラ
マ
ツ
な
ど
、
日
本
で
は

絶
滅
し

「生
き
た
化
石
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
樹
木
も
中
国

か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
育
っ
て

い
る
。

観
察
会
の
日
程
な
ど
は
随

時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
。
ア
ド
レ
ス
は
三

ご
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池
や
湿
地
も
設
け
ら
れ
た
植

物
国
内
。
多
様
な
動
植
物
が

共
生
し
て
い
る

（京
都
市
左

京
区

・
京
都
大
）


